
「合同庁舎３号館屋上庭園」の概要

都市におけるヒートアイランド現象の緩和、良好な自然的環境の創出のためには、
既成市街地における緑化の推進が求められており、その手法の一つとして屋上緑化
が注目されています。

この屋上庭園は、最新の屋上緑化技術を使用し、既存の建築物の屋上を人と環境
に優しい緑の空間として平成１２年度に整備したものです。屋上緑化を行うことに
よるさまざまな効果について調査を行っています。

施 設 面 積：約５００㎡

施設の内容：中高木 約４０本（エゴノキ、ソヨゴ、ゲッケイジュ等）

低木 約７０㎡（アセビ、ヒサカキ、ボックスウッド等）

地被類 約５０㎡（セダム類等）

芝生 約１８０㎡

池・流れ 約４０㎡（空調機器からの排水や雨水を活用）

■調査の内容と結果

○断熱効果の測定

屋上緑化による建築物の断熱効果について、植栽の種類や土壌の厚さ等による効果の

差を測定してきている。

［夏期における効果］

緑化していない屋上表面の温度は日中に５５℃近くまで上昇するが、植栽基盤の下面

は約２８℃を終日保っており、断熱効果（夏期に外部からの熱を建物に伝えない効果）

が確認された。

［平成１７年８月５日測定データ］

最高外気温３５．７℃（試験区の観測データによる）

最低外気温２７．５℃（同上）

・日中（１３～１５時平均）

屋上タイル表面 ５１．１℃

芝生表面 ３２．４℃

植栽基盤下面 ２７．６℃

・夜間（２３～２４時平均）

屋上タイル表面 ３２．８℃

芝生表面 ２７．３℃

植栽基盤下面 ２７．４℃
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［冬期における効果］

緑化していない屋上表面の温度は夜間に０℃以下まで下降しているが、植栽基盤の下

面は約１０℃を終日保っており断熱効果（冬期に建物を保温する効果）が確認された。

［平成１８年２月１０日測定データ］

最高外気温１２．４℃（試験区の観測データによる）

最低外気温－０．６℃（同上）

・日中（１３～１５時平均）

屋上タイル表面 １５．８℃

芝生表面 ３．６℃

植栽基盤下面 ９．８℃

・夜間（２３～２４時平均）

屋上タイル表面 ４．２℃

芝生表面 １．９℃

植栽基盤下面 ９．６℃

○生物相の回復効果
屋上緑化による鳥類、昆虫等の飛来、生息・生育状況について調査を実施してきている。

［これまでに確認された主な昆虫類］

チョウ類：イチモンジセセリ、ベニシジミ、ヤマトシジミ

バッタ類：エンマコオロギ、ツユムシ、オンブバッタ

トンボ類：チョウトンボ、シオカラトンボ、ウスバキトンボ、アキアカネ

その他 ：チョウセンカマキリ、チビゲンゴロウ、コアオハナムグリ、ナナホ

シテントウ、クロヤマアリ、セグロアシナガバチ、セイヨウミツバ

アブチ、アシブトハナ

類の昆虫類が確認されている。これまでに約１７０種

［これまでに確認された鳥類］

ツバメ、ハクセキレイ、ヒヨドリ、ジョウビタキ、イソヒヨドリ、ツグミ、シ

ジュウカラ、カワラヒワ、スズメ、ハシブトガラス、ドバト

これまでに１１種の鳥類が確認されている。
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資料 平成 17 年度に撮影された昆虫類 1／4 
  

チョウトンボ ’05.7/22 シオカラトンボ幼虫 ’05.5/28
  

ウスバキトンボ ’05.8/17 アキアカネ ’05.9/17
  

チョウセンカマキリとクロヤマアリ ’05.8/17 ショウリョウバッタ ’05.8/17
  

クサキリ ’05.9/17 シバスズ ’05.9/17


